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各位
　医療法人　藤本クリニックが、日本で初めての診療所
型認知症疾患医療センターの指定をうけて、２年がたち
ました。
　滋賀県立成人病センターの「もの忘れ外来」（老年神経
内科）の10年の診療を経て、地域の診療所として開業し、
スタッフ共々、認知症の人とご家族に対して、診断、その
後の薬物・非薬物治療などを、最新の様々な知見にあわせ
て、日々進化させるように努めてまいりました。
　薬物治療では、効果を見るために問診表の作成と工夫
を行うことで、家族とのコミュニケーションをさらに図
るとともに、今後、その問診表を用いて、ケアマネジャ
ーやケアスタッフとの連携を進化させるつもりです。
　非薬物治療としては、診断直後に支援の空白期間出来
ることが多い軽度期の認知症の人へのケアとして、最近
では、支援者と仲間との出会いを作る「仕事の場」へ参加
して頂き、その後、必要に応じて、自主活動と社会参加
を大切にしたクリニックデイサービスである「もの忘れ
カフェ」を経て、地元の介護施設へのケアのバトンタッチ
を行っています。15 年間にわたるスタッフたちの取り組
みから、本人の気持ちと疾患の症状の特徴にあわせた、
軽度期から中等度・高度期までに適応できる「根拠ある
認知症ケア」を提唱して、ステージ別の支援を目指した
統合型のケア（integrated care）を目指しています。
　診断について言えば、かかりつけ医や病院の医師たち
等との連携することで、早期受診が格段に増えています。
そのため、診断直後に、介護サービスなどにつながらな
い、「若年・軽度認知症」の人に対して、前述した「仕事の
場」以外に、認知症についての情報提供と仲間作りを目的
とした「本人・家族外来心理教育」、本人と家族が仲間と出
会って、お互いに助け合う「本人・家族交流会」などを、
重層的に行っていくことで、早期に認知症ケアを受ける
ことが出来、早期に認知症の人の仲間とその支援者に出
会うことが出来るようになります。
　家族支援は、問診表の作成と工夫、心理教育、本人・

家族交流会以外には、時間制
限、日時制限なしの電話相談
などですが、サポートセンタ
ーの年間400件の相談はク
リニックへの受診のない人た
ちや専門職からの相談で、
受診、診断、治療、対応の仕
方、家族への支援の仕方、行
政の施策に関することなど、さまざまな相談内容です。
　地域連携の活動としては、医療とケアのスタッフの顔
の見える関係である「滋賀認知症ケア・ネットワークを考
える会」、かかりつけ医を中心とした「認知症の医療とケ
ア連携 IN 守山野洲」などを企画・主催し、地域を基盤と
したケア（community-based care）を推進する基盤作
りを行っています。
　クリニックとして、ご本人・ご家族目線で活動している
看護師やケアスタッフとともにあることで、本人・家族と
非常に近い関係がつくれ、必要なら時間外でも診療でき
るという診療時間の柔軟性、診療所と言う垣根の低さ、
意思決定が早くできることで必要時即座に動けること、
必要な新たなサービスを工夫することが出来ること、と
いうクリニックの特性を生かして、日本で最初に指定を
受けた「診療所型認知症疾患医療センター」として、地
域を基盤（community-based）としながらも、ステージ
別の支援を目指した統合型のケア（integrated care）が
出来る地域づくりに頑張っていこうと思いますので、よ
ろしく、ご支援をお願いします。
　今回は、本年度委員として出席した認知症疾患医療セ
ンターに関する委員会に提出した、クリニックの活動資
料を紹介します。ご笑覧いただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　2016年 4月1日

　　　　　診療所型認知症疾患医療センター　藤本クリニック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤本　直規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥村　典子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業員一同

平成28年4月号

医療法人 藤本クリニック
日本初「診療所型認知症疾患医療センター」に指定！

医療法人 藤本クリニック
日本初「診療所型認知症疾患医療センター」に指定！

藤本クリニック　理事長・院長　藤本直樹
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診療所型認知症疾患医療センター

藤本クリニック
活　動　資　料

診療所型認知症疾患医療センター 藤本クリニック　活動資料
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cafe 通信　スノードロップ　Vol.7診療所型認知症疾患医療センター 藤本クリニック　活動資料



4

●認知症の診断・治療
●外来リハビリテーション（心理教育）
●介護相談
●認知症専用デイサービス

藤本クリニック 診療案内・デイサービス　もの忘れサポートセンターしが╱滋賀県若年認知症コールセンター cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

【初診時のお持ち物】
 ● 保険証
 ● お薬手帳あるいは現在服用されているお薬の内容がわ 
  かるもの
 ● かかりつけ医療機関からのご紹介状
  （手配が可能であったらお持ちください。ご持参されな 
   くても大丈夫です）
 ● 介護保険サービス等をご利用の方は、ケアマネージャー 
  様の事業所名やお名前のわかるもの

【ご予約時間】

 ● 受診予約のお電話をされました際に、ご希望の受診日 

  ・時間をお申し出ください。ただし、すでにご予約の方 

  がおられる場合には、ご変更をお願いする場合がござ 

  いますのでご了承ください。診療時間により、待ち時間 

  が発生いたしますことをあらかじめご了承ください。

診 療 時 間

午前診  　9：00～12：30　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●

午後診   14：30～17：30　 ●　 ●　 ●　 ×　 ●　 ×

月　 火　 水　 木　 金　 土

休診日／日曜・祝日

藤本クリニック　診療案内・デイサービス

診 療 科 目

初めて外来受診をお申込みいただきました皆さまへ

診 療 時 間 （原則予約制）

藤本クリニック外来玄関 藤本クリニック外来待合室

デイサービス参加者の作品展示室 藤本クリニックデイサービス入口パネル
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藤本クリニック 診療案内・デイサービス　もの忘れサポートセンターしが╱滋賀県若年認知症コールセンター cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

　私たちは、病気を抱えながらも「今」を生きる人たちを
全力で応援し、出来なくなったことがあってもそれを受
け入れ、今、出来ることへと変えるケアを行います。その
人の可能性を諦めず、そのための工夫も惜しみません。

　若年認知症、軽度認知症の人の参加も多く、それぞれ
の方に対して個別的なケアを行うことと、他者との交流
に重点をおいた集団的なケアを組み合わせて活動を行っ
ています。病気を抱えながらも「今」を生きる人たちを
全力で応援し、できなくなったことがあってもそれを受
け入れ、今、できることへと変えるケアを行います。認
知機能障害を理解し、それに対応するケアの実践を行っ
ています。

　全国に先駆けて2005年4月に滋賀県の委託を受け、
藤本クリニック内に「もの忘れサポートセンター・しが」
を設置。2011年 4月から「滋賀県若年認知症コールセ
ンター」も設置され、介護相談と現地相談を行ってきまし
た。2014 年からは、藤本クリニック認知症疾患医療セ
ンター診療所型の重要な機能として、引き続き運営し、
滋賀県軽度認知症サポートセンターとしても活動を開始
しています。

　介護相談は電話と面談の両方で医療と介護の両面から
お話しをさせていただき、現地相談は、事業所や施設で
抱えている課題に対して現場に出向き、認知症ケアの実
践現場で課題解決に一緒に取り組むことです。また、現
地相談参加者から始まった「自主勉強会」も開催するな
ど、認知症ケアについて共に考え、実践するつながり作
りにも取り組んでいます。

　年齢にかかわらず、お若い方からご高齢の方まで、もの忘れに
ついてお気軽にご相談できます。
　ご本人、ご家族、地域の皆さん、専門職や行政の皆さまからの
ご相談をお受けいたします。

　年齢にかかわらず、お若い方からご高齢の方まで、もの忘れに
ついてお気軽にご相談できます。
　ご本人、ご家族、地域の皆さん、専門職や行政の皆さまからの
ご相談をお受けいたします。

● 私たちは、「人」と「病気」への理解に基づいた根拠の 
 あるケアを行います。
● 私たちは、若年から高齢者まで、軽度から重度まで、そ 
 の時々に応じた最適のケアを目指します。
　私たちは、どんなことでも出来る限り参加者に任せら 
 れるように工夫します。
● 私たちは、参加者の自主的活動を邪魔しないように、活 
 動の手がかりときっかけ作りに徹します。
● 私たちは、様々な方法によって、ご家族を支えるために 
 努力します。
● 私たちは、チームケアをいつも心がけながら、働きがい 
 のある職場を作るため、努力します。

● 認知症専門医療機関併設のデイサービスセンターです。 
 【通称　もの忘れカフェ】
● 介護保険適応事業所ですので、ご利用にあたっては、 
 ご担当のケアマネージャー様にご相談をお願いいたし 
 ます。

デイサービスのご案内

もの忘れサポートセンター・しが╱滋賀県若年認知症コールセンター
╱滋賀県軽度認知症サポートセンター

もの忘れサポートセンター・しが╱滋賀県若年認知症コールセンター
╱滋賀県軽度認知症サポートセンター

デイサービスの理念

サービスの特色等

デイサービスセンターのご利用案内

デイサービスの活動方針
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藤本クリニック　NPO法人　もの忘れカフェの仲間たち cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

　平成２７年度も無事に終えることができ、新たなスタートをきることができました。
　昨年度もＮＰＯ法人もの忘れカフェの仲間たちの活動の土台である、「仕事の場」を
継続し支えることができましたのは、皆様方のご支援とご協力の賜と思っております。
引き続き、今年度もご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

『平成27年度の活動トピックス』
　平成28年３月20日に開催されました、第１回認知症

にかかる医療と介護の滋賀県大会において参加者全員に

配布された「絵はがきの挿絵」と「メッセージを考え、はが

きへ書くこと」の役割を担い、作り上げました！

　メッセージは福祉施設で働くスタッフへ、「頑張ろう

と思えるような言葉」や、「何か伝えたいこと」を自由に

お願いしました。“いつもありがとう”などのストレート

な言葉に、私たちも改めて頑張ろうという気持ちになり

ました。

　NPO法人もの忘れカフェの仲間たちの活動のモットー

である“支えること、支えられることの垣根をなくす”の言

葉を大切に28年度も実践を積み重ねていきます。

　若年から高齢者までのすべての認知症の人、他の障が
いをお持ちの人を医療やケアで支える一方で、そのご家
族、支援者、学生や子どもたち、専門職や住民等が集え
る場を作りたいと考えています。
　様々な障がいを抱えながらも仲間がいる場、自分の力
が発揮できる場で人と人がつながり、制度の隙間をうめ
ることを目指していきます。

スノードロップをモチーフにしたシンボル
マークができあがりました。
このニュースレターの他、NPO 法人での様
々な場面で活用していきます。

NPO法人 もの忘れカフェの仲間たちの
シンボルマーク　《スノードロップ©》

「ひとりひとりが当たり前に
  生活できる社会を目指したい」
  そのための集いの場です。

NPO法人 もの忘れカフェ®の仲間たち

NPO法人 もの忘れカフェ®の仲間たちの活動

〔仕事の場〕など
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藤本クリニック　NPO法人　もの忘れカフェの仲間たち cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

『仕事の場 1年間』
　2011年に始まった仕事の場も昨年10月に丸４年を迎
えました。
　新たな参加者が加わる反面、症状の進行等で仕事の場
の卒業を迎えられた方もおられます。診断後の空白期間
をうめる役割として30名の参加者、７名のボランティア
さんたちと共に、止まることなく、元気に作業に取り組
んでいます。
　内職仕事の種類にも変化があり、当初から受注してい
た、加工テープの仕事が終了となりました。症状の進行
により、参加者だけの力では完全に作業完遂ができなく

なったということが１番の理由です。
　悔しいことですが、参加者にもそのままの状況を伝え、
先方へは、お手紙で長年支えてくださった御礼の気持ち
を伝え終了となりました。
　企業側からも、様々な作業工程を提案して下さるなど、
私たちと一緒に考えて下さっていたことで、今日まで長
い期間続けられたのだと思うと感謝の気持ちでいっぱい
です。
　現在、玩具部品と資材詰めの２つの仕事を中心に取り
組んでおり、継続受注できる内職を探しています。

『新しい仕事』
　新しい仕事探しは、スタート時と同じく、インターネ
ットでの検索でした。数件目でお話しを聞いてくださる
企業に出会うことができました。
　すぐさま、先方に出向き、試験的に正式受注に向けて
の作業をさせていただくことになりました。
　ここまでは、とんとん拍子に進んだような気がしたの
ですが、やはり、実際に始めてみると、企業側が定める
基準に届かず、それでは困るという指摘をもらってしま
うことに…。
　その指摘を参加者に伝えると「そら仕事やしな」と、

動揺もあきらめ感も感じさせない、今までと同じ言葉が
返ってきました。
　指摘を受けたことで、ダメかもしれないとすぐさま落
ち込んでいたスタッフですが、参加者達のこの姿や言葉
に励まされ、もう一度工夫できることはないかと作業工
程やテーブル環境の見直しをはじめました。
　この先、どうなるのかはわかりませんが、やっぱり、
あきらめることなく、参加者と一緒に相談し合い、支え
合いながらこの新しい仕事を確実に仕上げることができ
るように頑張っていきたいと思います。

確実に仕上げることができるように「仕事の場」の工夫を「仕事の場」の風景

第1回認知症にかかる医療と介護の滋賀県大会に提供した「メッセージカード」
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藤本クリニック NPO法人もの忘れカフェの仲間たち　妻と共に歩む╱総会、特別講演会のお知らせ cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

お荷物になりたくない
　昨年秋に放映されたテレビドラマで、結婚を前に脳腫
瘍と診断された女性が、婚約者に「私、あなたの重荷に
なりたくない、お荷物になりたくないから、あなたと結
婚することはできない…」というシーンがありました。
「お荷物になりたくない」とても哀しく重い言葉です。人
は誰も愛する自分の家族や子供たちのお荷物になりたく
ないと思うのは当然のことですが、 まだ私が現役の会社
員で妻は不安から拒否やしこることが多かった頃、私自
身妻のそんな思いを受けとめきれずに、妻のことをお荷
物と感じ「施設に入ってくれたらどんなに楽になるだろ
う」と思ったことがあるのは事実です。
　診断を受けた15年前には、この世の不幸を一身に背
負いこんだような気持でしたが、今では「本当に妻は私
にとってお荷物なのか?　病気になったから不幸で悪い
ことばかりだったのだろうか?」と考えを改めるように
なりました。

妻が病気だからこそ味わえること
　男性が定年を迎えて家にいるようになると、やれ、ぬれ
落ち葉だ、熟年離婚だと騒がれますが、私たちは今とて
も仲良く毎日を送れています。妻が病に侵されなければ
こんな老後はなかったと思います。妻の健康にとって規
則正しい生活は何よりも大切ですから、私もそれに合わ
せて極めて規則正しい生活を送り健康維持ができていま
す。老後は人間らしく心豊かに生きたいと願っていまし
たが、目線を合わせること・寄り添うことが身に付いた

妻と共に歩む　（6）

藤本  寿雄

おかげで、この目標に少しは近づけたように思います。
それもこれも妻が病気だからこそ味わえることなのでは
ないかと思えるのです。
　今ではこう断言できます。「妻は私にとって決して重
荷やお荷物ではありません。以前と同じようにともに支
え合って生きていく大事な大事な人生のパートナーなの
だ」と。

介護させてもらっていたからこそ
　一昨年高島市の家族交流会に参加させていただき、こ
んなお話をしたときに、親の介護をしておられたご夫人
が「親が亡くなる直前に『ありがとう』と言ってもらっ
た。今まで生きてきた中で一番感動した、うれしかった
『ありがとう』だった。こんなうれしい『ありがとう』を
聞くことができたのは、介護させてもらっていたから、
病気だったからこそ…なのですね」としみじみとおっし
ゃいました。心に残る一言でした。

妻が病気だからこそ
味わえること
妻が病気だからこそ
味わえること
妻が病気だからこそ
味わえること

平成28年度 NPO法人 もの忘れカフェ®の仲間たち

総会、特別講演会のお知らせ総会、特別講演会のお知らせ総会、特別講演会のお知らせ
● 日時╱平成28年6月26日（日）
 12時30分～　理事会
 13時30分～　総　会
 14時15分～16時15分　特別講演会

● 場所╱守山市駅前コミュニティホール　第1ホール
　　　　　　（守山駅西口連絡通路直結 セルバ守山3階 藤本クリニックの隣）

特別講演会
〔講　師〕╱西村かおる氏 （NPO法人 日本コンチネンス協会会長）

〔演　題〕╱「気持ちの良い排尿、排便のケア」
● 特別講演会参加費╱NPO会員：500円　一般：1500円
● 定員╱60名
● 申込方法╱別紙の申込用紙にてお申し込みください。

多数のご参加をお待ちしております。
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第1回「認知症にかかる医療と介護」滋賀県大会 cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

藤本院長が基調講演！藤本院長が基調講演！藤本院長が基調講演！

　第1回「認知症にかかる医療と介護」の滋賀県大会が、平成28年3月20日に
滋賀県大津市のピアザ淡海で開催されました。
　多職種連携や多職種相互理解、医療とケア等のさらなる向上を目的に、滋賀
県で認知症の医療とケア等に携わる様々な職種の方が、現場実践や調査研究等
を発表する大会として初めての開催となりました。

　第1回「認知症にかかる医療と介護」の滋賀県大会が、平成28年3月20日に
滋賀県大津市のピアザ淡海で開催されました。
　多職種連携や多職種相互理解、医療とケア等のさらなる向上を目的に、滋賀
県で認知症の医療とケア等に携わる様々な職種の方が、現場実践や調査研究等
を発表する大会として初めての開催となりました。

● 日時╱平成28年3月20日（日）
 13：30～16：30（開場12：30～）
● 会場╱ピアザ淡海 大会議室
　　　　　　（大津市におの浜1-1-20）

▲第1回「認知症にかかる医療と介護」滋賀県大会の模様▲基調講演をする藤本院長

　「認知症にかかる医療とケア」の基調講演では、「認知症の医療とケア」～人と人とのつながりから～
と題して、藤本院長より講演がありました。
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第1回 「認知症にかかる医療と介護」 滋賀県大会 cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

松本宏子が「新人研修について」発表！
　ポスター発表では、藤本クリニックデイサービスから介護職員の松本
が「新人研修における個別指導の重要性について」～振り返りノートを
活用して得たもの～と題して発表を行いました。
　当事業所で行っている新人研修の中から、自身が新人の時に指導を受
けながら学んだことや、参加者さんとの関わりの変化等をまとめ報告し
ました。

▲ ポスター発表する松本宏子

ポスター発表の内容
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第1回 「認知症にかかる医療と介護」 滋賀県大会 ╱ 平成28年 手作りカレンダー cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

平成28年 手作りカレンダー

たくさんのお買い上げありがとうございましたたくさんのお買い上げありがとうございましたたくさんのお買い上げありがとうございました
　昨年末、3回目となる手作りカレンダーの販売を行いました。デイサービスセンターの参加者の協力の下、仕

上がったカレンダーは89冊の売り上げとなりました。

　今回は売り上げ促進を目的にしたポスターも手作りされ、ポスターを見て興味をもち購入して下さる方もい

らっしゃいました。お買い上げいただいた方からは、

「いつも使うデスクの前にかけさせていただいていま

す。ふっとあたたかな気持ちが湧いてきます。」など

嬉しい感想をいただきました。

　好評だったことをデイサービスセンターの参加者

に報告すると「これもカレンダーに使ってもいいで」

と早速、次回のカレンダー作りに気持ちを向けて下

さっています。

　今年もみんなで素敵なカレンダーを作りたいと思

っていますので宜しくお願いします。
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編集後記　～ m o n o w a s u r e ～
　NPO法人もの忘れカフェの仲間たちは今年度、早くも3年目を迎えます。仕事の場では卒業する人、新しく
参加された人、色々なエピソードを重ねながら現在、総勢30人以上が活動しています。
　仕事の内容にも変化がありましたが、諦めない工夫と参加者のパワーで益々元気に頑張っていきたいと思っ
ています。

発行者：NPOもの忘れカフェの仲間たち　滋賀県守山市梅田町2-1-303　Tel 077-582-6032
発行日：平成28年4月10日

スノードロップのつぶやき ╱ 編集後記 cafe 通信　スノードロップ　Vol.7

　
2
月
の
は
じ
め
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
お
借
り
し
て
い
る
畑
に

ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
の
花
が

咲
き
ま
し
た
。

　
去
年
の
秋
に
参
加
者
さ
ん
と
一
緒
に
球
根
を
植
え
た
の
で
す
。

「
ど
ん
な
花
が
咲
く
ん
や
？
」

「
小
さ
い
可
愛
ら
し
い
花
や
で
！
　
春
の
知
ら
せ
を
届
け
て
く

　
れ
る
花
だ
っ
て
。
う
ち
の
N
P
O
の
シ
ン
ボ
ル
や
ね
ん
！
」

「
へ
ぇ
〜 

楽
し
み
や
な
」と
、
い
つ
も
の
賑
や
か
な
風
景
で
す
。

　
寒
い
冬
の
間
、
な
か
な
か
畑
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

草
の
中
に
可
憐
な
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
の
花
を
見
つ
け
た
時
は

「
咲
い
て
る
よ
！
」

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
み
ん
な
に
見
せ
て
あ
げ
よ
う
！
」

と
み
ん
な
で
大
感
激
で
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
部
屋
に
、
文
字
通
り〝
い
ち
早
く
〞

春
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
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ス
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ド
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の
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